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「はじめてみようボランティア」ボランティア講座 開催中です！

丹波市ボランティア協会春日支部（田村ひろ子支部長）主催のボランティア講座が始まっています。
全3回の講座の様子をご紹介します。最終回は3月22日（土）です！今からでもご参加いただけます(^^)

第1回目は、活動中の先輩ボランティアの方から、活動のきっかけや活動の中で感じていることをお話しいただ
きました。第2回目は、活動グループから実際の活動を体験しました。

発表者：Aさん
40年以上前にボランティア講座を受けて始めました。当時は
配食ボランティアや朗読ボランティア、震災の炊き出しなども
していたので、10個以上のグループに入っていました。障がい
のある方や、高齢の方に関わる活動が多かったです。
活動を通じて出会った子どもたちが、大きくなっても覚えていて
ボランティア活動をしてくれていたことも嬉しかったです。
新型コロナ禍以降、活動場所が限られたこともあり、グループ
が減ってしまいました。グループの課題はボランティアの高齢
化です。ぜひ若い世代の方に参加してほしいと思います。
たくさんの出会った方に感謝して、活動を続けていきたいと思
います。

発表者：Bさん（手話サークル）
震災の時、聴覚障がいの方は、情報が分からず周囲も聞こえ
ないことに気づかず、孤立したという話を聞き、ひとりぼっちの
人を無くしたいと思いました。音声は言語しか認められていま
せんでしたが、手話も認められるようになりました。子ども向け
の手話教室などをしています。地域には色んな人がいるという
イメージを私たちが持つことが大切だと思います。
相手のことを受け入れる、受容の気持ちを持って、ボランティア
活動をしていきたいと思います。

丹波市ボランティア・市民活動センターをご存知ですか？
ちょっと
紹介

丹波市ボランティア・市民活動センターは、地域のボランティア活動の推進を図ることを目
的に、ボランティア活動の啓発や紹介、相談などを行っています。（丹波市社会福祉協議会
に設置）
令和6年度の登録団体数は94団体です。（春日地域：16団体、市島地域：15団体）
新規ボランティアグループの登録もお待ちしています！

第2回目の様子

少しづつ春の訪れを感じる季節になりました。お変わりはありませんか？寒さでぎゅっとなっていた体を
伸ばして外に出ると何だか嬉しくなります。季節の変わり目は体調も崩しやすいです。ご自愛ください。

次回は・・・
日時：3月22日（土）13：00
場所：春日住民センター
内容：調理実習

第1回目の様子



ぉｊ

社協から3年生に向けて、アイマスク
や車いす学習で訪問しました。登校後
の動作などを実際に道具を使い体験し
ました。
「手伝ってほしい」と、「何かお手伝い
しましょうか？」の発信についても話し
ました。

～自分の地域を熱く語る〜

生徒達からは驚くほどたくさんの意
見が出て、真剣に取り組んでいました。
今後パラスポーツのボッチャで地域
内の施設と交流の予定です。

～ふだんのくらしから考える〜

懇談会の始めに、丹波市市島地域
民生委員児童委員協議会会長から、
民生委員児童委員の役割や活動につ
いて説明を受け、社協からは、福祉
委員の活動を伝えました。
その後民生委員担当の自治会ごと
で意見交換を行いました。

各グループごとに認知症や気になる
人の支援の方法や困りごとの話題が
出され、熱心に意見交換がされていま
した。

子ども食堂での取り組み in どんぐり食堂

✿どんぐりチケットって？
子ども達に美味しく食べて元気に育ってほしい
と願う大人が、先払いの形でチケットを購入し、
子どもがそのチケットを使って0円でどんぐり食
堂の食事を食べられる仕組みのこと。

✿毎月1回春日部荘で開催されています。

どんぐり食堂は移動式の子ども食堂です。子ど
もを中心とした参加者の皆さんに食事を提供し、
開催場所まで来れない方にはお弁当の配達もさ
れています。

開催を通して参加者やスタッフ、地域の方とのふれあいの場所を目指されています♪

朗読で情報を届け45年

1979年から活動されているボランティ
アグループ「春日朗読ボランティアひまわ
り会」さん。視覚障がいのあるリスナーに
丹波新聞や丹波市、社協の広報誌をカ
セットに吹き込み届ける活動をされてい
ます♪長年のボランティア功労で厚生労
働大臣表彰を受賞されました。今後も末
永く活動を続けてほしいと思います。

どんぐりチケット始まりました↑

子ども達から高齢者まで
皆さんの居場所です。ぜひ
足を運んでみてください♪

鴨庄地区民生委員・児童委員と
自治振興会の懇談会

3年生の児童へ、社協がアイマスクや車
いす学習を行ないました。登校後の動作
などを実際に道具を使い体験しました。 

～自分の地域を熱く語る〜

児童たちからはたくさんの意見が出
て、真剣に取り組んでいました。
今後、パラスポーツのボッチャで地域
内の施設と交流の予定です。

～ふだんのくらしから考える〜

懇談会の始めに、丹波市市島民生委員
児童委員協議会会長から、民生委員児童
委員の役割や活動について説明を受け、
社協からは、福祉委員の活動をお伝えし
ました。
その後、民生委員担当の自治会ごとで
意見交換を行いました。各グループごと
に認知症や気になる人の支援の方法、困
りごとの話題が出され、熱心に意見交換
がされていました。
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アイマスク体験では、「暗いよ」「見えないなあ」と
たくさんのつぶやきから学びました。

吉見小で福祉学習
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